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巻頭言
内科系診療には、対象の疾患・病態が膨大かつ同一病名においてもその病態は様々であるとい

う特徴があり、現在もなお多くの内科系医療技術が診療報酬制度に反映されないままとなってい
る。この課題の残る内科系医療技術の1つが、患者やその家族へのインフォームド・コンセント
（IC）、いわゆる「説明と同意」の手続きであり、社会における患者の自己決定権に対する意識の
高まりとともに、その重要性が増してきている。
今日では、あらゆる検査や治療を実施する上で「説明と同意」の手続きが必須である一方、「説

明と同意」の手続きに係る現場の医療者の手間や労力等の実態に対する社会の関心は薄く、故に
「説明と同意」の手続きに係る医師を始めとする医療者への時間的、精神的その他の負荷等の実態
についても明らかにされてこなかった。

このたび内科保険連合（以下内保連）により我が国で行われている代表的な治療・検査につい
ての「説明と同意」に関する実態調査が行われ、全国 120以上の施設での約 40種類の説明につ
いて、その説明時間、説明の難易度、医療者への負荷度、患者の満足度などを数値化して拾いあ
げ、その結果の詳細を既にグリーンブック（内保連発刊）に掲載した。
要約すると難解な医療説明の多くは 30分以上の時間が費やされ、医療者への負荷度も現在診

療報酬加算のあるがんに対する説明に比べ決して少なくないものが大半であった。

現在、臨床現場において説明すべきポイントを外さず、またどのようにわかりやすくまた要領
よく患者に説明したらよいのかは、喫緊の課題になってきていることは事実であり、また昨今医
療訴訟例でも十分な患者説明があれば避けることのできた案件がかなりを占める。また患者に対
するコミュニケーションスキルに関しても研修医教育の面から重要視されてきている現在、標準
的な説明モデルはますます必要となってきている。
今回の「標準的医療説明の手順書」出版にあたっては、臨床現場の医師（場合によりコメディ

カルを含め）を対象とし、内科系診療のみならず、小児科・女性診療科等も含んで、説明のむず
かしいとされる疾病や病態・検査を取り上げ、各領域の専門家に医療説明の要旨を過不足なく簡
潔に記載していただいた。
患者への説明は、治療手技の1つとして確立すべきものであると思われ、その裏付けとしてす

べての医師が最低限の説明技術を習得していなければならないというコンセプトのもとに、本書
の手法を参考にして医療現場で利用していただきたく思っている。

一般社団法人内科系学会社会保険連合　　　　　　
理事長　小林　弘祐

副理事長/「説明と同意」委員会委員長　蝶名林直彦
理事/「説明と同意」委員会副委員長　荻野美恵子

顧問　工藤　翔二
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本書の編集方針について
内科系学会社会保険連合「説明と同意」委員会委員長　蝶名林直彦

1. 本書「標準的医療説明の手順書」作成の経緯
本書は、冒頭に記載したように内科系学会社会保険連合（内保連）の調査結果から意思決定支

援のための説明のいくつかはかなり医療負荷度の高いことが明らかとなり、一方、すでに日本内
科学会において「より良いインフォームド・コンセント（IC）のために」として標準的な説明の
成書があるものの、かなり年月が経っています。そうしたことから、各領域において比較的時間
のかかる説明を選択して、今回最新版として標準的な医療説明の手順を表すものとして作成され
ました。

2. 説明文書の基本的構成
本書各論の個々の説明文書の内容は、基本的には以下の項目を含んで記載されており、治療・

検査とも原則的には同じ項目・順序で記載してあります。
①現在の病状・病態の説明　②治療（検査）目的　③治療（検査）法の概略と効果　④治療（検

査）中あるいは後に起こりえる主な副作用・合併症　⑤本治療（検査）を受けなかった場合に考
えられる結果　⑥本治療（検査）以外の治療（検査）法について〔代替治療（検査）〕　⑦治療（検
査）にかかる費用

3. 有害事象の記載に関して
治療や検査の説明文書に、どこまでの有害事象を記載するかについては執筆者やその領域の専

門家の判断に任せてありますが、有害事象の頻度についてはできるだけ一般的な頻度あるいは執
筆者らの施設での成績などを記載していただき、数字で表すことのむずかしい場合には、「きわめ
てまれ」や「しばしば」などの文言で記載するように統一しました。また、重大な副作用は頻度
が低くてもなるべく記載していただくように依頼しました。なお、臨床現場での実際の説明では
本書を参考にして、担当する医師の判断で説明していただくのが適切と考えます。

4. 本書の査読について
編集当初は、各項目の原稿内容について各学会での承認を基本として執筆を依頼しましたが、

全原稿に対し学会の承認を得ることは事実上困難であることがわかりました。それに代わるもの
として、執筆者以外で内保連の委員および内科系各学会からの推薦による当該領域の専門医の計
2名によって査読を行い、執筆者との間で feedback を行いつつ、最も標準的な内容になるよう
に努めました。なお本書はVer.1. として作成されましたが、今後も必要に応じて改訂を行ってい
きたいと考えています。
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